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 The purpose of this investigation is to analyze the meaning and effectiveness of the peer 
mentor system in the first year experience of Kansai University of International Studies 
(KUIS). 
 Previous studies have examined the ideal point of peer mentor system through the 
practice of the U.S.A., and introduced the practice at Japanese University. However, these 
studies have not considered the meaning and effectiveness of peer mentor system through 
the long period of practice. 
 In this research, the system of peer mentoring of KUIS was considered. Questionnaires 
for students, peer mentors, and faculty at KUIS were analyzed. The obtained results are as 
follows: 
A Study on the Meaning and Effectiveness of the Peer Mentor System in the First 









(1) The peer mentor system is supported by the faculty, peer mentor, students who 
experienced peer mentor, and freshman; 
(2) The students of the College of Education exceed the students of the College of Human 
Science in the rate of self-affirmation about mentoring; and 













































ルは，アメリカのミズーリ大学カンザスシティ校（University of Missouri, Kansas City）及び
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人間科学部 教育学部 全　　体 学 部 間 差
 調査項目番号と調査項目文 3 & 4 4 3 & 4 4 3 & 4 4 3 & 4 4
1-1 学生をひきつける表現力がある。 75.4 17.5 91.8 34.4 87.9 30.4  **   *
1-2 だれとでも協力できる。 93.0 42.1 95.1 46.2 94.6 45.2 ns  ns
1-3 自らの資質や能力を常に高めようとする。 82.5 21.1 95.6 29.1 92.5 27.2 **  ns
1-4 幅広い教養を持っている。 73.7 15.8 84.1 20.9 81.6 19.7  ns  ns
1-5 憧れの対象となるような人間的魅力にあふれている。 73.7 35.1 89.6 46.4 85.8 43.8  **  ns
1-6 新入生の模範となるような言動ができる。 89.5 38.6 95.1 28.0 93.7 30.5  ns  ns
1-7 学生一人ひとりの個性を大切にする。 94.6 44.6 90.7 45.9 91.6 45.6  ns  ns
1-8 学生メンター同士のコミュニケーションがとれる。 94.7 49.1 97.3 62.1 96.7 59.0  ns  ns
1-9 エンカウンターなどのアクティビティーが身につい
ている。 
93.0 22.8 91.3 20.2 91.7 20.8  ns  ns
1-10 生活指導上のアドバイスができる。 87.7 26.3 87.4 30.6 87.5 29.6  ns  ns
1-11 心のケアなど、学生の相談に乗れる。 82.5 31.6 88.5 43.7 82.9 40.8  ns  ns
1-12 新入生の失敗をおおらかに受け止めることができ
る。 
98.2 45.6 93.4 39.3 94.6 40.8  ns  ns
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2-1 自分自身の成長を実感した。 80.7 8.8 86.9 19.7 85.4 17.1  ns  ＋
2-2 自分が成長するためには、周囲のサポートが大切だ
と思うようになった。
96.5 36.8 96.2 49.7 96.3 46.7  ns  ns
2-3 現在の関西国際大学に誇りを持つようになった。 53.6  1.8 62.4  9.4 60.3  7.6  ns  ns
2-4 他の学年の学生と交流するのは面白くなった。 73.2 14.3 88.9 36.7 85.2 31.4  **  **
2-5 学生メンターとの関係に嫌な経験をした。 8.9  0.0 14.4  3.3 13.1 2.5  ns  ns
2-6 学生メンターには、親身に相談に乗ってもらった。 76.8 19.6 82.3 28.2 81.0 26.2  ns  ns
2-7 新入生の考え方を理解してもらった。 94.6 23.2 90.0 26.1 91.1 25.4  ns  ns
2-8 学科・専攻に直接関係のない本もよく読むようになっ
た（漫画雑誌を除く） 
27.3 5.5 36.3 5.5 34.2  5.5  ns  ns
2-9 学生メンターや先生に恵まれている。 78.6 39.3 92.3 35.2 89.1 36.1 **  ns
2-10 好奇心が旺盛になった。 78.6 17.9 80.2 26.9 79.8 24.8  ns  ns
3-1 高校生から大学生活への望ましい移行についてアド
バイスしてもらった。
80.4 14.3 82.4 17.0 81.9 16.4  ns  ns
3-2 大学生活に慣れるために、学生メンターのサポート
が有効であった。 
96.4 41.1 92.2 41.7 92.4 41.5  ns  ns
3-3 関西国際大学の教育理念に誇りを持つようになった。 63.6  1.8 70.7 14.4 67.5 11.4  +  *
3-4 学生メンタとのコミュニケーションが深まり異学年
交流が盛んになった
67.9 17.9 76.9 30.2 75.6 27.3  ns  ns
3-5 新入生同士のコミュニケーションが深まり、ゼミの
まとまりができた。 
83.9 28.6 85.6 32.6 85.2 31.6  ns  ns
3-6 教員と新入生のコミュニケーションが深まりゼミが
充実するようになった 
73.2 21.4 87.3 30.4 84.0 28.3   *  ns
3-7 学習に対する意欲が引き出された。 75.0 12.5 83.5 18.1 81.5 16.8  ns  ns
3-8 先生と学生メンターのコミュニケーションが深まり
効果的な授業が展開された。
82.1 16.1 83.4 25.4 83.1 23.2  ns  ns
3-9 授業時間外にも学生メンターに相談を受けてもらっ
た。 
73.2 25.0 79.7 32.4 78.2 30.7  ns  ns
3-10 自分も、学生メンターをやってみたいと思った。 58.9 17.9 69.7 32.0 67.1 28.7  ns ＋
（注）３ & ４:「４大いにそう思う」と「３そう思う」を選んだ者の割合（％）、４：「４大いにそう思う」を選んだ者の割合
（％）








































問１の2, 3, 4, 6, 9, 10，問２の1, 2, 3, 5, 7, 8, 9, 10，そして問３の1, 3, 5, 6, 7, 8, 10であり，すべ
て男子学生の方が女子学生よりも有意に多かった。
Ⅴ　おわりに
　本稿では，本学における学生メンター制度の意義と効果に関する検討を行ってきた。ここで明
らかになったことは次の３点にまとめられる。
　第１に，学生メンター制度は，教員，学生メンター・経験者，そして１年生のいずれからも支
持されていたことである。このことは，７年間に渡る取り組みを経て，学生メンター制度の意義
が学内に定着してきていることを示すものといえよう。
　第２に，メンタリングをめぐる自己肯定感の割合については，教育学部の学生メンター・経験
者が，人間科学部の学生メンター・経験者と比べて高かったということである。このような結果
となった背景としては，本学における学部特性が影響しているものと考えられる。つまり，教育
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学部では，幼児・初等教育の教員志望学生が多ため，学生メンターと１年生の双方が学生メンター
という存在に対する期待・憧れを抱く傾向があることが推測され，人間科学部では，人間心理学
科が設置されていることから，メンタリングを専門分野と関連づけ，非肯定回答率が高くなった
ものと思われる。
　第３に，学生メンター制度が，本学の教育理念に十分な誇りを持たせるには至っていないとい
うことである。このことは，特に，人間科学部の教員と１年生の回答において顕著にみられた。
学生メンター養成プログラムでは，フィッシュボール，ディベートなどのアクティブラーニング
手法を用いて教育理念への理解にかなりの時間を費やしているが，それが十分に活かされていな
いといえる。
　これらの分析結果を踏まえ，学生メンター制度の充実化に向けた課題を指摘しておきたい。
　まず，学生メンターの養成において，教育理念を含む自校教育，エンカウンター並びにアクティ
ブラーニングの手法を改善していくことである。学生メンター制度の意義は定着してきているも
のの，本学の教育理念などの側面において改善の余地があることは既に指摘した。そもそも学生
メンターは，単に授業の補助を担当する SAやチューターではなく，新入生個々人の学生生活全
般に関わる事柄について，同じ学生という立場から支援を行うものであることから，学生メンター
制度の目的や活動機会は学習支援と密接な関連性を有している。そこでこうした学習支援の理念
に即しつつ，学生メンターの養成プログラムをより一層充実していくことが重要となる。
　次に，初年次教育の中に読書の要素を取り入れた学生メンター制度を位置づけ，全学体制で実
施していく可能性を探ることである。学生メンターや1年生の読書意欲が必ずしも十分なものでは
なかったことからも明らかなように，初年次教育や学生メンターの養成プログラムにおいて，読
書という，学士課程教育における知の総合化を図る際の重要な要素をどのように取り入れていく
かは大きな課題である。このような課題を解決するためには，学生メンター担当教員レベルや学
科レベルではなく，全学レベルで取り組んでいくことが考えられるべきであろう。
【脚注】
１）例えば，大学教育学会では，2004年に「日本における初年次教育の構造を考える」というシンポジウム
が開かれている。
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